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心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引き（厚生労働省）

心理的負荷による精神障害の認定基準（厚生労働省）

　心の健康問題により休業し、医学的に業務に復帰するのに問題がない程度に回復した労働者を対象として、実際の
職場復帰に当たり、事業者が行う職場復帰支援の内容を総合的に示した手引きです。事業場において取り組むべき職
場復帰支援について、病気休業開始から職場復帰後のフォローアップまで５つのステップが示されています。

●詳細は厚生労働省のホームページをご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/101004-1.html

【精神障害の業務上外の判断】
　精神障害の労災認定のためには、以下の３つの要件をいずれも満たす必要があります。
(1)　認定基準の対象となる精神障害（国際疾病分類第１０回修正版（ICD-10）第Ⅴ章「精神および行動の障害」に
       分類される精神障害）を発病。
(2)　対象疾病の発病前おおむね 6 ヶ月間に、業務による強い心理的負荷が認められること。
(3)　業務以外の心理的負荷や個体側要因により発病したとは認められないこと。
●詳細はウェブサイト「職場のメンタルヘルス」（事業者のための参考指針集）部分をご覧ください。
http://www.kenkou-hataraku.metro.tokyo.jp/mental/line_care/law/indicator.html
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４　学びたい

　労働セミナーは、労働者、使用者及び関心のある方を対象
に開催しています。
■労働セミナー（メンタルヘルス関係）の過去の主な実績

【労働者向け】
●～ライフイベントで考える～働く女性のライフプランとメ
　ンタルヘルス対策
●働く女性が知っておきたい「職場のハラスメントとメンタ
　ルヘルス」

【使用者向け】
●メンタルヘルスケアと労災認定の仕組み～労使間トラブル
　のリスクを最小限に～ 
●職場のメンタルヘルスをめぐる現状と対応・予防策
●実務で役立つ！ストレスチェック制度～実施段階から実施
　後までの留意点～
■受講料　無料

直近のセミナーは、ＴＯＫＹＯはたらくネット
「労働セミナーのご案内」をご覧ください。
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/seminarform/index/menu

Web ラーニング労働法とは、インターネットを使った労
働法の学習方法です。 裏表紙「職場のメンタルヘルス」の他、
以下のコンテンツをご利用いただけます。
●知らないと損する労働法（動画）
●チャレンジ！労働法
●パート労働ナビゲーション 
●労働者派遣講座  

【問い合わせ先】
東京都労働相談情報センター
普及担当　TEL 03(5211)2209

労働法を初めて勉強する労働者あるいは使用者の方を対象
に、職場の中でいかに労働法が身近で、大切なものであるの
かということを知っていただくための冊子です。

　企業と個々の労働者が、職場におけるハラスメントについ
ての問題を認識し、その防止に取り組むための手引きとなる
ための冊子です。企業や働く皆様に本冊子をご利用いただき、
職場におけるハラスメントの防止にご活用ください。

ＴＯＫＹＯはたらくネットでは、「労働関連資料・パンフレッ
トダウンロード」がご覧いただけます。
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/sodan/siryo/index.html

主に中小企業の経営者の方を対象に、メンタルヘルス対策
の重要性や企業経営への好影響について紹介する「職場のメ
ンタルヘルス対策シンポジウム」を開催しています。
　また、「職場のメンタルヘルス対策相談会」を同時開催し、
企業のメンタルヘルス対策のアドバイス等を行っています。

■職場のメンタルヘルス対策シンポジウム
■職場のメンタルヘルス対策相談会
　※開催日　平成２９年１１月　開催予定
　※会　場　 未定

【問い合わせ先】
東京都 産業労働局 雇用就業部 労働環境課
勤労者支援担当　TEL 03(5320)4652

　都内中小企業で働く方の心の健康づくりを推進していくた
めに、セルフケアやラインケアについて実践的な講座を実施
しています。
　また、企業内でのメンタルヘルス対策を推進する中核とな
るリーダーを養成するため、具体的な事例紹介、グループ討
議等を含めた体系的な講座を開催しています。

■受講料　無料

■詳細はホームページをご覧ください。
http://www.tokyo-kosha.or.jp/support/fukuri/health/kenkodukuri.html

【問い合わせ先】
( 公財 ) 東京都中小企業振興公社　企業人材支援課　
 TEL 03(3832)3678
※本講座は、東京都が公益財団法人東京都中小企業振興公社
　に委託して開催しています。

 ポケット労働法

 平成 24 年度　雇用平等ガイドブック
 職場におけるハラスメント防止ハンドブック

コース名 対象者
開催

回数
定員

一般社員向け
都内に在住又は在勤の労働者 ２回 35 名
都内に在住又は在勤の就職後間も
ない若手社員

１回 35 名

管理監督者向け

都内中小企業の管理監督や人事労
務担当等の立場にある方

２回 35 名

都内中小企業の管理監督や人事労
務担当等の立場にある方（若手社
員を迎え入れる企業の方）

１回 35 名

メンタルヘルス推

進リーダー

養成講座

都内中小企業の管理監督や人事労
務担当等の立場にある方のうち、
企業内でメンタルヘルス対策を推
進するリーダーを目指す方

4 回 50 名

働く方
向け

事業者
向け

事業者
向け

働く方
向け

事業者
向け

働く方
向け

事業者
向け

働く方
向け

事業者
向け
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　「職場の人間関係がうまくいかない」「仕事が合わず悩んで
いる」など、仕事に関する様々なストレスでお悩みの方に、
カウンセラーによる相談を行っています。（予約制）

●配転先の職場になじめず不安から休業。今の仕事を続ける
　べきか。
●うつ病からの復職の難しさを実感。どうするべきか。
●転職先でのパワハラ被害を受け、うつ病を発症。自分の課
　題と今後について。

　解雇・賃金不払い等を含む、労働問題全般に関する相談に
応じています。
■電話相談
　東京都ろうどう１１０番　ＴＥＬ　0570(00)6110
　月曜～金曜　午前９時～午後８時
　土曜　　　　午前９時～午後５時
■来所相談（予約制）
　月～金曜日　午前９時～午後５時
　土曜　　　　午前９時～午後５時（飯田橋のみ）
　※平日午後 5 時以降（～午後 8 時）は、飯田橋（月・金）、
　大崎（火）、池袋（木）、亀戸（火）、国分寺（月）、八王子（水）
　で、夜間相談を実施しています。
■あっせん
　労使間での自主的な問題解決が困難な場合は、両当事者の
要請を受けて、労働相談情報センターが問題解決の支援「あっ
せん」を行います。
　※いずれの相談も、祝日及び年末年始を除きます。

【相談・問い合わせ先】
労働相談、心の健康相談の問い合わせは、以下東京都労働相
談情報センター及び各事務所へ

４７都道府県の産業保健総合支援センターにおいて、メン
タルヘルス不調の予防から職場復帰支援までのメンタルヘル
ス対策全般について対応する総合相談等を行っています。
　また、ストレスチェック制度導入に関する支援も行っています。

【都内機関】独立行政法人労働者健康安全機構　
東京産業保健総合支援センター　TEL 03(5211)4480

　就労・復職をめざす、精神科・心療内科等に通院中の方を対象
とした精神科デイケアです。気分障害や統合失調症・精神病性障
害、知的・学習障害を合併しない発達障害、高次脳機能障害の方
を対象にそれぞれ特色あるプログラムを用意しています。（働く
方向け）
　職場の人事担当者や産業保健スタッフを対象に、「復職・精神
障害者雇用コンサルティング事業」として、職場復帰支援と精神
障害者雇用に関する相談に応じています。相談は無料です。（事
業者向け）

【問い合わせ先】
東京都立中部総合精神保健福祉センター
デイケア利用申込　ＴＥＬ 03(3302)7711
復職・精神障害者雇用コンサルティング事業
　　　　　　　　　ＴＥＬ 03(3302)7591

■労災保険    ２頁参照
■雇用保険
  雇用保険は、労働者が失業した場合や厚生労働大臣が指定
する教育訓練を受けて修了した場合等に国が必要な給付等を
行うことにより、労働者が再就職するまでのあいだの生活を
安定させ、就職活動を円滑に行うことができるよう支援する
こと等を目的としています。

【問い合わせ先】
労災保険に関することは労働基準監督署へ
雇用保険に関することは公共職業安定所（ハローワーク）へ

■健康保険
　健康保険とは、労働者やその家族が病気や怪我をしたとき、
また労働者が病気や怪我のため会社を休んで賃金が支払われ
ないとき、出産したとき、不幸にして亡くなったとき等に、
必要な医療給付や手当金の支給を行う保険です。
■公的年金制度
　公的年金制度とは、被保険者が高齢になって働けなくなっ
たとき、障害の状態になったとき、または亡くなったときな
どに必要な給付を行う制度です。年金制度は、国民年金と厚
生年金の二階建ての仕組みとなっており、企業等に勤める会
社員を対象としたものが厚生年金保険です。

※その他介護保険があります。

【問い合わせ先】
健康保険に関することは事業所が加入している健康保険組合へ
厚生年金保険に関することは年金事務所へ

５　相談したい・支援等を受けたい

■例えばこんな相談に応じています。

窓口 心の健康相談曜日 心の健康
相談時間 TEL

労働相談情報
センター ( 飯田橋 )

第１～第４火曜日
第１～第４水曜日

午後２時～
午後５時

03(3265)6110

大崎事務所 第１～第４水曜日 03(3495)6110

池袋事務所 第 2・第 4 水曜日 03(5954)6110

亀戸事務所 第２・第４木曜日 03(3637)6110

国分寺事務所 第１～第４金曜日 042(321)6110

八王子事務所 第２・第４木曜日 042(645)6110

働く方
向け

事業者
向け

働く方
向け

事業者
向け

働く方
向け

事業者
向け

働く方
向け

事業者
向け

働く方
向け

事業者
向け

事業者
向け



　〜公正な採用選考のために〜
　東京都では、就職の機会均等を確保するため、応募者本人の適性や能力に基づく公正な採用選考を推進しています。
　詳細は、http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/equal/kosei/　をご覧ください。

　働く方や事業者の方が、前向きに仕事に取り
組んだり、メンタルヘルス不調者の発生しない
職場づくりを進めるために、職場や自宅のパソ
コンからメンタルヘルスについて気軽に学べる
ウェブサイトです。
　また、働く人やその家族が疲労蓄積度を
チェックしたり、事業者が職場に潜むストレ
ス要因をチェックするためにすぐに使える

「チェックリスト」や、国や東京都などが開設
するメンタルヘルスや働くことに関する相談窓
口が掲載されています。

東京都労働相談情報センターのメンタルヘルスに関する公式サイト
『働くあなたのメンタルヘルス』をご覧ください。

http://www.kenkou-hataraku.metro.tokyo.jp/

東京都産業労働局雇用就業部ホームページもご覧ください。
『ＴＯＫＹＯはたらくネット』

http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/
労働相談Ｑ＆Ａ、セミナー情報、資料情報、雇用就業情報、

調査・統計情報など随時更新しています。

●構成
(1) メンタルヘルスとは？
　　　「メンタルヘルスとは」、「ストレスとは」、メンタルヘルスに関する統計データ等、知っておきたいメンタルヘルスの基
　　  礎知識を解説しています。
(2) ラインケア
　　　管理職が職場で取り組む職場環境の改善や、部下からの相談への対応、休職に関する規定の作り方や復職の手順につい
      て、具体的に解説しています。
(3) セルフケア
　　　働く人が自分のストレスや疲労に気づき、対処する方法を、３人の登場人物が職場で直面するストーリーに合わせて解
      説しています。

●活用例
(1)　新任研修、管理職研修等のメンタルヘルス科目の一環として
(2)　最近調子が悪く、心配な部下のメンタルヘルスチェックとして

働く人のメンタルヘルスガイド
平成２９年３月発行（２０１7）
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